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研究成果の概要（和文）：本研究では、日本スポーツ振興センターの災害共済給付データと総務省消防庁の救急
蘇生統計とを結合し、学校管理下における児童・生徒の心停止の発生からAED 使用をはじめとした救命処置、予
後情報までを包括したデータベースを構築した。本データベースを用い、（1）我が国の学校管理下で起こる児
童生徒の心停止の疫学的特徴の記述、（2）児童生徒の院外心停止症例に対する一次救命処置の実態把握と効果
の検証、（3）スポーツ活動時に発生した児童生徒の心停止の疫学的特徴の記述、（4）児童生徒の心停止症例に
対するバイスタンダーによる救命処置実施割合の男女差の検討、の4つの課題についての分析を行い、研究成果
を公表した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we combined the Injury and the Accident Mutual Aid Benefit
System of The Japan Sport Council and the All-Japan Utstein Registry of the Fire and Disaster 
Management Agency to construct a comprehensive database of out-of-hospital cardiac arrest (OHCA) 
among children and students under school supervision. Using this database, we analyzed the following
 four issues: (1) description of epidemiological characteristics of OHCA among children under school
 supervision in Japan, (2) investigation of the actual status and effectiveness of basic life 
support for OHCA among children, (3) description of epidemiological characteristics of OHCA among 
children during sports activities, and (4) examination of gender differences in proportion of 
receiving basic life support by bystanders among children with OHCA.

研究分野： 疫学

キーワード： 心停止　学校　小児　突然死　疫学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は、学校現場に対する効果的なAED配置および心肺蘇生講習プログラムの立案、救急行政に対する
提言のための基礎資料となる。小児心停止例に対するより適切なAED配置と運用、質の高い心肺蘇生法の普及の
ための方策の立案が必要であり、本研究はその一助となる役割を担うことが期待される。また、本研究成果が次
回蘇生ガイドライン改訂時のエビデンスとして活用されることで、院外心停止症例の予後改善に貢献できること
が期待される。学校管理下で発生する児童・生徒の突然死は、家族や地域に多大な影響を与える学校保健上の重
要課題であり、本研究結果がもたらす社会的インパクトは大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 

 
学校管理下で起こる児童・生徒の突然死は、社会に多大なインパクトを及ぼす学校保健上の重

要課題である。しかし、心停止の発生状況、発生に関連する要因、AED 使用をはじめとした救
命処置の状況、蘇生率や長期的予後とその要因についての知見は乏しいのが現状である。 
そのため、学校管理下における突然死の防止に資する科学的エビデンスの創出が求められて

いるが、心停止症例の長期予後は不明であり、心停止の現場に居合わせた市民による AED 使用
をはじめとした救命処置の実施状況やその効果に関するエビデンスは乏しいのが現状である。
それゆえ、学校管理下における児童・生徒の心停止の実態を把握し、行われた救命処置の効果を
検証できるデータベースを構築することが重要である。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、学校管理下で起こる怪我や病気などに対して給付する日本スポーツ振興センタ

ーの災害共済給付のデータから心停止事例を抽出し、消防庁の救急蘇生統計と結合することに
より、心停止の発生状況から救急蘇生活動ならびに予後情報を包括したデータベースを構築す
る。構築したデータベースを多面的に分析することにより、AED の適正配置や学校スタッフ・
生徒らへの心肺蘇生の普及啓発など、学校管理下における突然死という重大事故の対策に資す
るエビデンスを構築することを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
 
まず、データベースの構築を行う。日本スポーツ振興センター学校安全部より、災害救済給付

から心停止症例を抽出したデータの提供を受け、総務省消防庁救急企画室から提供される救急
蘇生統計と結合させる。これら 2つのデータセットを都道府県、性別、年齢、発生年月日をキー
にしてマッチングを行う。データクリーニング、データ提供元との連携と情報交換により、結合
不可能な症例を可能な限り減らし、データベースの質の担保につとめる。なお、構築するデータ
ベースは 2008 年 4 月を起点として、提供を受ける分を随時追加していく。 
上記で構築したデータベースを用い、以下の諸課題について分析を行う。 
（1）我が国の学校管理下で起こる児童生徒の心停止の疫学的特徴の記述 
（2）児童生徒の院外心停止症例に対する一次救命処置の実態把握と効果の検証 
（3）スポーツ活動時に発生した児童生徒の心停止の疫学的特徴の記述 
（4）児童生徒の心停止症例に対するバイスタンダーによる救命処置実施割合の男女差の検討 

 
 
４．研究成果 
 
（1）災害共済給付のデータと総務省消防庁の全国救急蘇生統計とを結合し、我が国の学校管理
下で起こる院外心停止の発生状況から予後までの全体像が把握できる前向きレジストリを構築
した。本データベースを用いて、2009 年 1 月～2014 年 12 月の 6 年間に全国の学校管理下で発
生した児童生徒（小学校・中学校・高等学校・高等専門学校）の院外心停止症例 295 件（心原性
210 件、非心原性 85 件）を解析した。学校管理下で起こる児童生徒の院外心停止発生率は生徒
10 万人あたり年間 0.4 件、すなわち生徒 6000 人あたり 1件程度と推計された。経年的に有意な
増減は見られず、毎年約 50 件程度発生していると推定された。心停止の 65％は運動中に発生し
ており、発生場所としては校庭や体育館が多かった。心停止の 79％は発生を目撃されており、
居合わせた市民によって心肺蘇生されたのは 73％、AED で電気ショックされたのは 38％であっ
た。心停止の原因としては、71％は他の臓器に明らかな原因がなく、心原性の心停止と考えられ
た。そのうち、肥大型心筋症、QT延長症候群、ウォルフ・パーキンソン・ホワイト症候群といっ
た定期的な心電図検査等で予見しうる可能性のあるものは合計で 10%に満たず、原因が不明なも
のがほとんどであった。また、若年者に多いとされる心臓震盪による心停止も 9件確認された。
心停止を起こした児童生徒の 1 か月後の社会復帰割合は、全体では 34％、心原性では 43％、非
心原性では 12％であった。本研究成果については、Circulation Journal 誌に原著論文として発
表した 1）。 
  
（2）学校内で発生した児童生徒の院外心停止症例に対する AED の使用実態の把握および効果の
検証を行った。2008 年 4 月～2015 年 12 月に全国の学校管理下で発生した児童生徒（小学校・中
学校・高等学校・高等専門学校）の院外心停止症例を対象とした。バイスタンダーによって AED
を貼付された心停止患者は 8年間で 62％から 87％に増加していた。これに伴い、社会復帰でき
た患者も 8 年間で 38％から 58％に増加した。また、AED 貼付と心肺蘇生が両方行われた場合に
は、何もされなかった場合に比べて約 2.5 倍社会復帰できた割合が高かった。本研究成果につい
ては、EP Europace 誌に原著論文として発表した 2）。 



 
（3）スポーツ活動時に発生した児童生徒の心停止症例の特徴と転帰についての記述疫学研究を
行った。2008 年 4月～2015 年 12 月に全国の学校管理下で発生した児童生徒（小学校・中学校・
高等学校・高等専門学校）の院外心停止症例を対象とした。学校において、スポーツ中の心停止
は児童生徒の全心停止の約半数を占めており、大半が非外傷性の心停止によるものであった。ス
ポーツ種目としては、長距離走（22％）、サッカー・フットサル（13％）、バスケットボール（12％）
が多かった。学校種別にみると、小学校では水泳（53％）、中学校と高校では長距離走（23.0％・
22.4％）が多かった。居合わせた市民によって AED が貼付されたのは 80％、社会復帰できたの
は 53％であった。本研究成果については、Resuscitation 誌に原著論文として発表した 3）。 
 
（4）児童生徒の心停止症例に対するバイスタンダーによる救命処置実施割合に男女差があるか
どうか検証した。2008 年 4 月～2015 年 12 月に全国の学校構内で発生した小学生・中学生・高
校生・高等専門学校生の非外傷性院外心停止症例 232 例を対象とした（男子生徒 175 例、女子
生徒 57 例）。学校種別（小学生、中学生、高校生／高専生）ごとに、バイスタンダーによって救
命処置（心肺蘇生、AED 使用）を受けた割合を男女別に集計した。バイスタンダーによって心肺
蘇生が実施された割合は、全体では男子生徒が 86%、女子生徒が 84%であり、有意な男女差は見
られなかった。学校種別で見ても、小学生、中学生、高校生／高専生ともに有意な男女差は見ら
れなかった。一方、バイスタンダーによって AED が使用された割合は、全体では男子生徒が 81%、
女子生徒が 63%であり、有意な男女差は見られなかった。しかし、学校種別で見てみると、小学
生と中学生では有意な男女差は見られなかったが、高校生／高専生において女子生徒は有意に
AED が使用されていなかった。本研究成果については、JAMA Netowrk Open 誌に原著論文として
発表した 4）。 
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